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１．研究計画の概要 ①各ユーザの要求を代行処理する複数のモ

バイルエージェントを一箇所に集め，システ
ムリソースへのアクセスを制限したプライ
バシー保護用システムアーキテクチャの提
案，②ユーザが自分の個人情報に対して自由
にアクセス権限や匿名化を制御できるプラ
イバシー保護システムアーキテクチャP3HR
のプロトタイプシステム構築，③ユーザコン
テクストの変化を安全で高速にサービス提
供側に伝えるコンテクストアウェア・アクセ
ス制御機構 ACA2の提案，④無線アドホック
ネットワークの不安定な接続性の環境下で，
end to end のルートを確保せずに，hop by 
hop でバッファリングとルーチングを繰り返
して最終宛先ノードにメッセージを送り届
ける 2 種類の DTN ルーチング方式(PRMP, 
HDRP)の提案，⑤モバイルアドホックネット
ワークにおける代替経路構築数を増やすた
めのアルゴリズムの提案，⑥あらかじめネッ
トワークの輻輳状態を予測し，セキュアな経
路制御を確立する方式の提案． 

アドホックネットワークは，ネットワークを
構成する端末同士の通信で構成される自律
分散形ネットワークである．アドホックネッ
トワークがこれまであまり普及していない
原因は，ネットワーク環境形成技術が未成熟
なためと考えられる．本研究では，アドホッ
クネットワーク特有の環境的要因を４つの
視点（課金管理，セキュリティ／プライバシ
ー管理，アプリケーション構築技術，ネット
ワークモデリングと性能評価）から分析して
技術的解決策を見出し，アドホックネットワ
ークサービス環境形成の基盤技術を確立す
る． 
２．研究の進捗状況 
アドホックネットワークサービス環境形成
技術に関して，H19 年度から H21 年度まで
以下のように多面的に研究を進めた． 
(1) アドホックネットワークの課金管理 
アドホックネットワークにおいて，参加意欲
向上のために中継者に謝金を支払うサービ
スが考えられる．以下のような検討を行った． (3)アプリケーション構築技術 
①中継端末のバッテリ残量と受取意思額の
関係についてのアンケート調査，その結果の
解析とモデル化，②受取意思額に基づく二つ
のルーチング方式の提案とそれらの特性の
検討，③セキュリティ意識のアンケート調査，
④中継謝金に基づくルーチング方法の提案，
⑤複数社のアクセスポイントから通信者が
オークションによりアクセスポイントを選
ぶ方式の提案，⑥経済性に基づくネットワー
クの自律形成方法の検討． 

①車載アプリケーションに向けた放送型通
信網の利用法で「欲しいときにすぐ情報が手
に入らない」課題に対してキャッシュを用い
た解決策とキャッシュ効率改善法の提案，②
家庭向けセンサデバイスに関して，利用者の
コンテキスト把握に用いるセンサが必要と
するサービスの整理と実装，③分散ネットワ
ーク環境下でのノード間の協調フレームワ
ークの提案，④マルチホップワイヤレス環境
で品質の良い経路を発見する手法として，経
路選択のための広告メッセージ数の抑制と(2)セキュリティ／プライバシー管理 



通信路の品質確保の両立を目指すパラメー
タを導入した経路選択アルゴリズムの提案，
⑤アドホックアプリケーションにおいて重
要となる位置測位に関して，無線 LAN の電
波強度を用いた低コスト位置測位方式の提
案と実環境での実験． 
(4)ネットワークモデリングと性能評価 
①アドホックネットワークにおけるユーザ
行動パターンを考慮した通信トラヒックモ
デルの提案とその性能評価手法の提案，②有
線・無線・アドホックネットワークの混合型
通信における効率的な通信プロトコルの提
案，③個々のユーザを学習機能を有するイン
テリジェントなエージェントとみなしたマ
ルチエージェント性能評価モデルの提案，④
アドホックネットワークにおける QoS を維
持することに貢献する模範的ユーザ行動の
検討，⑤ユーザの単独行動ならびにユーザ間
の関係性を考慮した性能評価モデルの構築
と QoS に与える影響の検討．  
        
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
[理由] 
アドホックネットワークサービスを容易に
提供するため環境技術を総合的に明らかに
した．多数の研究成果も発表されている． 
 
４．今後の研究の推進方策 
引き続き，アドホックネットワーク特有の環
境的要因を四つの観点から研究し，その基盤
技術を確立していく． 
(1)課金管理：アドホックネットワークでは，
自分の端末からの通信を他人の端末に中継
させて電力消費させるので，会員組織を作り，
会員が通信したら料金を支払い，中継したら
謝金をもらうなど，中継のインセンティブを
高めることが必要である．今後は，より現実
的な方式として，単位時間当たりの通信料金
及び単位時間当たりの中継謝金が通信者や
中継者に関わらず同じ額のシステムを想定
し，通信者の便益，中継者の収益などの特性
を調べる． 
(2)セキュリティ／プライバシー管理: 今後
は，「悪意端末」，「利己的端末」を回避して
代替パスを動的に発見し，宛先端末までデー
タを安全に送り届けるセキュアなルーチン
グ方式の詳細を検討し，その基盤技術を完成
させる．さらに，提案したプライバシー保護
技術に関しては，有効性を示すための評価尺
度の検討と，その定量評価を進める． 
(3)アプリケーション構築技術： これまでの
研究を統合し，アドホックネットワーク上で
容易にアプリケーションを構築可能なプラ
ットフォームを確立する．想定する機能とし
ては，ノード間の接続，データ配信・収集，
セキュリティなどであり，これらを統合的な

API として提供することで，セキュアなアプ
リケーションを容易に構築できるようにす
る．いくつかのアプリケーションを実際に構
築し，それぞれの機能に関してフィードバッ
クをかけ改善を図るとともに，プラットフォ
ームを用いた場合の開発効率や通信効率に
関して定量的に分析し，本手法の有効性を示
す． 
(4)ネットワークモデリングと性能評価：ア
ドホックネットワーク環境の動的変化，端末
の多様化，ユーザの単独・協調行動が通信ト
ラヒック変動へ与える影響を検証するとと
もに，関係性や協調活動を積極的に活用した
アドホックネットワークサービスのモデリ
ングとその性能評価をおこなう． 
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